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表
】
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こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
は
そ
の
対
策
と
し
て
賑
給
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
農
閑
期
を
待
っ
て
堤
防
修
築
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
洪
水
な
ど
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
し
、
即
座
に
修
築
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
実
例
と
し
て
表

２
の
史
料
を
見
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
遠
江
国
の
荒
玉
河
の
堤
が
三
〇
〇
余
丈
（
約
９
０
０

）
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、
延
べ
三
〇
万
三
七
〇
〇
余
人
を
徴
発
し
て
修
理
に
当
た
ら
せ
た
こ
と
が
み
え
る
が
、
時
期
は
七
月
で
あ
り
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
農
繁
期
に
あ
た
る
。
荒
玉
河
は
、
「
麁
玉
河
」
と
も
見
え
（
２３
）
、
天
竜
川
の
古
名
で
あ
る
。
現
在
と
比
べ
か
な
り
西
寄
り
を
流
れ
て
お
り
、
そ
の
流
路
は
現
在
浜
松
市
を
流
れ
る
馬
込
川
に
あ
た
る
と
い
う
（
２４
）
。
こ
の
荒
玉
河
は
た
び
た
び
氾
濫
を
起
こ
し
て
お
り
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
五
月
に
は
、
地
震
に
よ
り
山
が
崩
れ
、
荒
玉
河
が
ふ
さ
が
れ
た
結
果
、
川
が
決
壊
し
て
敷
智
・
長
下
・
石
田
三
郡
の
民
家
一
七
〇
軒
あ
ま
り
が
水
没
し
、
水
田
も
損
な
っ
た
と
い
う
（
２５
）
。
こ
の
時
の
対
応
策
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
亀
三
年
、
同
じ
遠
江
で
水
害
が
起
こ
り
、
五
郡
が
被
害
を
受
け
た
際
は
、
三
年
の
賑
貸
が
行
わ
れ
て
い
る
（
２６
）
。
こ
の
五
郡
に
つ
い
て
は
具
体
的
地
名
の
明
記
は
な
い
が
、
上
記
三
郡
に
麁
玉
郡
・
長
上
郡
を
加
え
た
も
の
で
、
こ
の
水
害
も
荒
玉
河
の
氾
濫
に
よ
る
と
の
見
方
が
あ
る
（
２７
）
。
こ
の
ほ
か
、
天
平
宝
字
六
年
に
も
相
次
い
で
狭
山
池
の
堤
と
長
瀬
川
の
堤
が
決
壊
し
、
い
ず
れ
も
農
繁
期
に
あ
た
る
四
月
と
六
月
に
修
築
が
行
わ
れ
て
い
る
（
表

３
・
４
）
が
、
こ
れ
ら
も
、
場
所
は
違
え
ど
も
、
荒
玉
河
の
事
例
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
正
史
で
あ
る
と
い
う
性
質
上
、
通
常
の
事
項
は
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
表
か
ら
一
定
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
傾
向
と
は
、
第
一
に
、
河
川
氾
濫
へ
の
具
体
的
対
応
と
し
て
、
堤
防
修
築
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
期
に
限
定
さ
れ
、
九
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
京
・
畿
内
に
集
中
し
、
洪
水
や
堤
防
決
壊
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
記
す
の
み
に
な
る
。
第
二
に
、
そ
の
中
で
も
緊
急
の
修
築
は
八
世
紀
後
半
、
特
に
天
平
宝
字
年
間
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
本
章
で
は
、
堤
防
修
築
に
つ
い
て
、
令
の
検
討
か
ら
は
じ
め
、
実
例
も
い
く
つ
か
掲
げ
た
。
た
だ
、
堤
防
修
築
の
み
で
は
、
根
本
的
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な
解
決
に
な
ら
な
い
と
し
て
、
河
道
自
体
を
変
更
す
る
工
事
や
河
道
開
削
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
か
な
り
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
２
．
河
川
修
築
の
具
体
例
（
１
）
毛
野
川
の
河
道
変
更
工
事
最
初
に
毛
野
川
の
例
を
見
て
い
き
た
い
。
毛
野
川
と
は
、
現
在
の
鬼
怒
川
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
堤
防
が
決
壊
し
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
下
記
の
史
料
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
鬼
怒
川
は
た
び
た
び
洪
水
を
起
こ
し
て
お
り
、
洪
水
に
対
す
る
対
応
が
求
め
ら
れ
、
つ
い
に
は
河
道
変
更
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
八
月
庚
申
（
十
九
日
）
条
（
抄
出
）
（C′）
下
総
國
言
。「
（A）
天
平
寳
字
二
年
。
本
道
問
民
苦
使
正
六
位
下
藤
原
朝
臣
淨
弁
等
具
注
下
應
レ
掘
二－
防
毛
野
川
一
之
状
上
申
レ
官
。
聽
許
已
訖
。
（B）
其
後
已
經
二
七
年
一。
得
二
常
陸
國
移
一
曰
。『
今
被
二
官
符
一。
方
欲
レ
掘
川
。
尋
二
其
水
道
一。
當
レ
決
二
神
社
一。
加
以
。
百
姓
宅
所
レ
損
不
レ
少
。
是
以
。
具
レ
状
申
レ
官
。
宜
レ
莫
レ
掘
者
。』
（C′）
此
頻
年
洪
水
。
損
決
日
益
。
若
不
二
早
掘
防
一。
恐
渠
川
崩
埋
。
一
郡
口
分
二
千
餘
田
。
長
爲
二
荒
廢
一。」
（C）
於
レ
是
。
仰
二
兩
國
一
掘
。
自
二
下
総
國
結
城
郡
少
塩
郷
少
嶋
村
（
２８
）一。
達
二
于
常
陸
國
新
治
郡
川
田
郷
受
津
村
一
一
千
餘
丈
。
其
兩
國
郡
堺
。
亦
以
二
舊
川
一
爲
レ
定
。
不
レ
得
二
隨
レ
水
移
改
一。
こ
の
記
事
は
、
（A）
天
平
宝
字
二
年
の
問
民
苦
使
派
遣
・
（B）
そ
の
七
年
後
（
天
平
神
護
元
年
・
七
六
五
）
の
常
陸
国
移
・
（C′）
神
護
景
雲
二
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年
の
下
総
国
奏
問
と
（C）
そ
れ
に
対
す
る
中
央
か
ら
の
決
定
事
項
と
い
う
三
つ
の
時
間
軸
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
（A）
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
正
月
戊
寅
（
五
日
）
条
に
派
遣
記
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
毛
野
川
の
あ
る
常
陸
国
・
下
総
国
両
国
が
所
属
す
る
東
海
道
の
問
民
苦
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
藤
原
浄
弁
で
あ
る
。
浄
弁
は
、
両
道
の
百
姓
の
訴
え
を
奏
上
し
、
老
丁
・
耆
老
の
年
齢
を
一
歳
引
き
下
げ
る
提
言
を
し
て
お
り
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
た
（
２９
）
。
浄
弁
の
問
民
苦
使
と
し
て
の
も
う
一
つ
の
功
績
が
、
今
取
り
上
げ
て
い
る
毛
野
川
の
河
道
変
更
工
事
で
あ
る
。
上
掲
の
史
料
に
し
た
が
っ
て
、
工
事
の
流
れ
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
一
月
、
問
民
苦
使
と
し
て
、
藤
原
浄
弁
ら
を
東
山
・
東
海
道
諸
国
に
派
遣
。
こ
の
時
、
下
総
国
か
ら
毛
野
川
改
掘
の
要
請
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
浄
弁
ら
、
太
政
官
に
毛
野
川
改
掘
工
事
の
こ
と
を
申
請
し
、
許
可
が
下
り
る
（A）
。
し
か
し
、
工
事
未
着
工
の
ま
ま
七
年
が
経
過
す
る
。
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）、
下
総
国
か
ら
工
事
未
着
工
で
あ
る
由
を
常
陸
国
に
問
い
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
太
政
官
に
こ
の
こ
と
を
訴
え
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
太
政
官
か
ら
常
陸
国
に
工
事
未
着
工
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
３０
）
。
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
の
末
、
常
陸
国
か
ら
下
総
国
へ
移
が
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
改
掘
予
定
地
に
は
神
社
や
百
姓
の
宅
地
が
あ
り
こ
れ
ら
を
損
う
と
の
理
由
か
ら
、
工
事
中
止
の
旨
を
太
政
官
に
言
上
し
、
許
可
が
下
り
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
（B）
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
八
月
、
下
総
国
、
近
年
の
洪
水
多
発
に
よ
り
、
早
く
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
渠
川
崩
埋
し
、
一
郡
の
口
分
田
が
荒
廃
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
太
政
官
に
訴
え
る
。
（C′）
こ
れ
に
よ
り
、
下
総
国
結
城
郡
少
塩
郷
少
嶋
村
よ
り
常
陸
国
新
治
郡
川
田
郷
受
津
村
に
至
る
一
千
余
丈
（
約
３

）
の
開
削
を
下
総
・
常
陸
両
国
に
命
じ
た
。
た
だ
し
、
両
国
の
郡
界
は
旧
河
道
に
従
う
こ
と
と
し
た
。
（C）
毛
野
川
の
河
道
変
更
工
事
に
関
す
る
先
行
研
究
は
い
く
つ
か
あ
る
が
（
３１
）
、
そ
の
論
点
は
新
旧
河
道
の
比
定
に
多
く
割
か
れ
て
い
る
。
旧
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河
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
結
城
市
山
王
・
水
海
道
（
３２
）
、
八
千
代
町
佐
野
・
瀬
戸
井
、
下
妻
市
桐
ヶ
瀬
に
い
た
る
帯
状
の
低
湿
地
帯
に
河
道
の
痕
跡
が
見
え
、
こ
れ
が
旧
河
道
と
し
て
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
河
道
開
削
の
始
点
と
終
点
で
あ
る
、
少
嶋
村
と
受
津
村
が
所
属
す
る
少
塩
郷
・
川
田
郷
は
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
の
内
、
川
田
郷
に
つ
い
て
、
写
本
に
よ
っ
て
は
「
川
曲
郷
」
と
記
し
て
い
る
（
３３
）
。『
和
名
類
聚
抄
』
に
「
巡
廻
」
郷
が
見
え
、
こ
れ
は
、
茨
城
県
石
岡
市
鹿
の
子
遺
跡
出
土
の
漆
紙
文
書
に
記
載
さ
れ
る
「
川
曲
郷
」
と
同
一
で
あ
り
、
受
津
村
は
現
在
の
下
妻
市
桐
ヶ
瀬
付
近
で
あ
る
と
の
見
解
で
各
説
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、
少
塩
郷
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
和
名
類
聚
抄
』
高
山
寺
本
に
「
小
涌
」、
東
急
本
に
「
小

」
の
郷
名
が
み
え
、
少
塩
郷
は
こ
れ
と
同
一
と
し
、
そ
の
中
心
地
を
現
在
の
八
千
代
町
塩
本
に
比
定
し
、
少
嶋
村
を
結
城
市
南
部
の
山
王
・
芳
賀
野
・
水
海
道
・
浜
野
辺
付
近
か
、
と
す
る
説
（
３４
）
、
少
塩
郷
を
鬼
怒
川
に
沿
っ
た
結
城
郡
の
東
南
地
域
と
す
る
の
を
妥
当
と
し
、
新
河
道
は
現
八
千
代
町
大
渡
戸
付
近
に
求
め
る
説
（
３５
）
が
あ
る
。
本
稿
で
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
本
題
と
は
外
れ
る
の
で
、
以
上
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ど
ち
ら
の
説
に
し
て
も
、
新
河
道
は
旧
河
道
を
常
陸
国
側
へ
移
動
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
の
み
と
し
た
い
。
毛
野
川
河
道
変
更
工
事
の
意
義
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
政
治
的
な
観
点
か
ら
、
亀
田
氏
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
亀
田
氏
の
論
に
導
か
れ
な
が
ら
詳
述
す
る
（
３６
）
。
ま
ず
、
こ
の
工
事
を
中
央
に
申
請
し
た
藤
原
浄
弁
は
、
時
の
権
力
者
藤
原
仲
麻
呂
の
子
息
で
あ
る
。
ま
た
、
浄
弁
に
工
事
の
事
を
要
請
し
た
の
は
下
総
国
守
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
時
の
下
総
守
は
、
問
民
苦
使
派
遣
の
前
年
に
任
命
さ
れ
た
巨
勢
境
麻
呂
と
考
え
ら
れ
（
３７
）
、
こ
の
時
境
麻
呂
は
紫
微
少
弼
で
あ
り
、
浄
弁
同
様
、
仲
麻
呂
に
重
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
加
え
、
河
川
が
二
国
間
の
国
境
に
あ
る
場
合
に
は
、
両
国
の
行
政
的
利
害
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
事
を
自
国
に
有
利
に
運
ぶ
こ
と
が
国
司
と
し
て
の
有
能
さ
を
も
の
が
た
る
こ
と
に
な
り
、
考
課
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
境
麻
呂
は
浄
弁
に
上
申
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
申
請
者
が
両
者
と
も
に
仲
麻
呂
に
近
い
関
係
だ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
工
事
が
滞
っ
た
の
か
。
亀
田
氏
は
こ
の
原
因
に
つ
い
て
二
点
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
巨
勢
境
麻
呂
の
下
総
守
退
任
で
あ
る
。
境
麻
呂
は
、
工
事
の
申
請
さ
れ
た
三
年
後
の
天
平
宝
字
五
年
（
八
六
一
）
四
月
に
薨
じ
て
い
る
が
、
薨
伝
に
よ
れ
ば
そ
の
前
、
お
そ
ら
く
は
下
総
守
に
な
っ
て
ま
も
な
く
、
病
を
得
て
解
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
毛
野
川
河
道
変
更
工
事
を
積
極
的
に
推
進
し
え
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
二
つ
め
は
、
天
平
宝
字
二
年
、
常
陸
守
に
佐
伯
毛
人
が
就
任
（
３８
）
し
た
こ
と
で
あ
る
。
佐
伯
毛
人
も
ま
た
、
仲
麻
呂
与
党
で
あ
っ
た
（
３９
）
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
毛
野
川
の
河
道
変
更
工
事
は
、
旧
河
道
を
常
陸
国
側
に
移
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
工
事
の
多
く
は
常
陸
国
の
領
地
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
常
陸
国
に
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
関
幸
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
毛
野
川
の
氾
濫
で
多
く
被
害
を
被
っ
た
の
は
下
総
国
岡
田
郡
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
４０
）
。
常
陸
国
に
そ
れ
ほ
ど
被
害
が
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
を
常
陸
国
側
が
容
認
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
常
陸
守
が
仲
麻
呂
与
党
で
あ
っ
た
こ
と
も
中
央
に
と
っ
て
工
事
推
進
を
奨
励
し
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
神
護
景
雲
二
年
に
い
た
っ
て
工
事
が
行
わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
主
な
契
機
に
新
た
な
国
司
任
官
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
〜
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
に
藤
原
是
公
が
下
総
守
（
４１
）
に
、
天
平
神
護
二
年
（
４２
）
、
介
に
大
野
真
人
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
藤
原
是
公
・
大
野
真
人
は
と
も
に
道
鏡
政
権
下
で
は
信
頼
の
厚
い
人
物
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
物
の
下
総
国
司
就
任
に
よ
っ
て
、
毛
野
川
河
道
変
更
工
事
は
再
開
さ
れ
た
の
だ
、
と
し
て
い
る
。
毛
野
川
河
道
変
更
工
事
の
意
義
を
亀
田
氏
の
論
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
る
と
以
上
で
あ
る
。
河
道
変
更
工
事
の
実
施
・
中
止
等
の
転
換
点
が
国
司
任
官
と
見
事
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
考
課
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
考
課
令
５４
国
郡
司
条
に
よ
っ
て
、
戸
口
と
熟
田
の
増
減
に
応
じ
て
、
通
常
の
評
定
の
考
第
を
さ
ら
に
昇
降
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
掲
史
料
で
「
一
郡
口
分
二
千
餘
田
。
長
爲
二
荒
廢
一。」
と
下
総
国
が
訴
え
て
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い
る
と
こ
ろ
に
も
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
其
兩
國
郡
堺
。
亦
以
二
舊
川
一
爲
レ
定
。
不
レ
得
二
隨
レ
水
移
改
一。」
と
い
う
中
央
の
裁
定
は
、
地
方
で
は
解
消
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
解
決
し
よ
う
と
い
う
律
令
国
家
の
意
志
の
現
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。（２
）
鵜
沼
川
・
広
野
河
の
改
修
工
事
次
に
鵜
沼
川
・
広
野
河
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
鵜
沼
川
・
広
野
河
は
現
在
の
木
曽
川
の
一
部
を
指
す
川
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
尾
張
国
と
美
濃
国
の
国
境
を
な
す
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
様
の
流
域
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
曽
川
は
、
し
ば
し
ば
氾
濫
を
起
こ
し
、
八
世
紀
〜
九
世
紀
の
激
し
い
水
害
も
こ
の
主
流
路
付
近
で
起
き
て
い
る
こ
と
が
、
史
料
に
も
現
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
例
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
の
尾
張
国
正
税
帳
で
、
郡
は
不
明
で
あ
る
が
（
４３
）
「
修
理
堤
防
」
の
記
載
が
あ
り
、
堤
防
修
理
費
が
正
税
よ
り
支
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
堤
防
が
木
曽
川
の
堤
防
で
あ
ろ
う
こ
と
は
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
堤
防
修
理
が
、
第
一
章
で
述
べ
た
通
常
の
修
築
な
の
か
、
緊
急
の
修
築
な
の
か
は
、
当
該
部
分
の
前
部
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
定
か
で
は
な
く
、
先
行
研
究
で
も
こ
の
点
に
踏
み
込
ん
で
言
及
し
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
４４
）
。
た
だ
、『
続
日
本
紀
』
天
平
六
年
（
七
四
三
）
四
月
戊
戌
（
七
日
）
条
に
注
目
す
る
と
、
堤
防
決
壊
に
よ
る
修
築
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
日
に
大
地
震
が
起
こ
り
、「
山
崩
川
壅
」
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
地
震
は
相
当
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
天
平
六
年
出
雲
計
会
帳
に
も
「
地
震
状
」
が
み
え
、
何
ら
か
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
（
４５
）
、
そ
の
命
令
が
出
雲
ま
で
伝
達
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
大
地
震
に
よ
り
、
木
曽
川
の
堤
防
が
崩
れ
、
ふ
さ
川
が
壅
が
れ
た
た
め
、
堤
防
修
理
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
の
例
は
、
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
で
あ
る
。
八
月
に
尾
張
国
海
部
・
中
嶋
二
郡
が
大
水
に
み
ま
わ
れ
（
４６
）
、
翌
九
月
に
は
「
今
年
大
水
」
に
よ
っ
て
鵜
沼
川
の
河
道
が
塞
が
れ
、
尾
張
国
葉
栗
・
中
島
・
海
部
三
郡
の
百
姓
の
田
宅
に
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
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る
。「
今
年
大
水
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
八
月
の
大
水
の
こ
と
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
九
月
壬
申
（
八
日
）
条
に
よ
れ
ば
、
前
述
し
た
八
月
の
大
水
に
よ
り
、
鵜
沼
川
の
河
道
が
没
し
、
葉
栗
・
中
島
・
海
部
三
郡
の
百
姓
の
田
宅
が
侵
損
し
た
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
下
流
に
あ
る
国
府
や
国
分
二
寺
（
４７
）
を
漂
損
す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
た
め
、
尾
張
国
が
中
央
の
「
解
工
使
」
の
派
遣
に
よ
る
河
道
復
旧
工
事
を
申
請
し
て
、
こ
れ
が
許
可
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
解
工
使
」
と
は
、
土
木
工
事
指
導
の
た
め
中
央
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
る
技
術
者
を
指
し
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
正
月
に
、
技
能
に
優
れ
た
者
を
褒
賞
し
た
な
か
に
、「
解
工
」
と
し
て
五
名
の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
４８
）
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
八
月
に
洪
水
が
お
こ
り
、
そ
の
対
応
が
九
月
上
旬
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
の
河
道
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
以
上
が
八
世
紀
の
例
で
あ
る
が
、
九
世
紀
に
お
い
て
も
、
承
和
四
年
（
八
三
七
）、
斉
衡
元
年
（
八
五
四
（
４９
）
）
に
「
河
流
漲
溢
」
に
よ
り
、「
尾
張
国
課
口
三
分
之
一
」
に
対
し
て
免
税
が
行
わ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
様
に
何
度
も
氾
濫
を
繰
り
返
す
木
曽
川
に
対
し
て
、
貞
観
七
年
（
八
六
五
）、
尾
張
国
が
広
野
河
の
河
口
が
塞
が
っ
て
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
広
野
河
河
口
の
掘
り
開
く
こ
と
を
請
い
、
許
可
さ
れ
て
い
る
（
５０
）
。
と
こ
ろ
が
、
尾
張
側
に
よ
る
工
事
が
美
濃
国
側
に
洪
水
の
危
険
性
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
広
野
河
事
件
」
が
起
こ
る
。
こ
の
事
件
は
『
日
本
三
代
実
録
』
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
経
過
を
追
っ
て
い
く
。
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
七
月
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
先
、
美
濃
国
各
務
郡
大
領
各
務
吉
雄
・
厚
見
郡
大
領
各
務
吉
宗
ら
が
歩
騎
の
兵
七
〇
〇
余
人
を
率
い
て
尾
張
側
の
工
事
現
場
を
急
襲
し
、
尾
張
側
に
死
傷
者
が
出
た
と
い
う
尾
張
国
の
報
告
に
対
し
、
七
月
九
日
に
官
符
を
下
し
、
早
く
掘
開
を
進
め
る
べ
き
こ
と
、
吉
雄
ら
を
禁
固
す
る
と
と
も
に
、
死
傷
者
の
人
数
と
実
情
の
報
告
を
命
じ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
月
二
十
日
に
は
堀
開
停
止
が
命
じ
ら
れ
（
５１
）
、
同
月
二
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
こ
れ
よ
り
先
（
二
十
日
以
前
か
）、
尾
張
国
か
ら
、
再
び
各
務
吉
雄
ら
が
数
百
人
の
人
夫
を
動
員
し
、
工
事
の
妨
害
に
現
れ
た
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
掘
開
工
事
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を
停
止
し
て
中
央
の
裁
下
を
待
つ
こ
と
が
上
申
さ
れ
る
。
七
月
二
十
日
の
開
削
停
止
は
尾
張
国
の
申
請
を
許
可
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
七
月
二
十
六
日
に
至
っ
て
、
美
濃
国
司
に
吉
雄
ら
の
罪
を
推
糾
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
以
上
が
広
野
河
事
件
の
経
過
で
あ
る
が
、
こ
の
後
広
野
河
の
開
削
工
事
が
再
開
さ
れ
た
の
か
、
吉
雄
ら
が
処
分
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
同
年
閏
三
月
に
発
生
し
た
応
天
門
炎
上
事
件
が
、
こ
の
直
後
の
八
月
に
意
外
な
方
向
に
展
開
し
た
た
め
、
結
局
う
や
む
や
の
ま
ま
消
え
て
し
ま
っ
た
形
跡
が
濃
い
と
の
指
摘
も
あ
る
（
５２
）
。
広
野
河
事
件
は
律
令
体
制
や
国
家
権
力
の
衰
退
・
変
質
を
も
の
が
た
る
象
徴
的
な
事
件
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
（
５３
）
。
つ
ま
り
、
現
地
の
地
方
豪
族
で
あ
る
、
郡
司
・
各
務
氏
の
法
を
無
視
し
た
武
力
行
為
を
、
そ
の
上
官
た
る
国
司
は
中
央
に
申
請
し
て
裁
下
を
待
つ
の
み
で
あ
っ
た
し
、
中
央
に
し
て
も
、
事
件
を
起
こ
し
た
当
事
者
で
あ
る
郡
司
を
処
罰
で
き
ず
、
工
事
も
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
律
令
国
家
の
権
力
が
地
方
に
ま
で
浸
透
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
お
こ
し
得
た
は
ず
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
同
流
域
で
あ
る
鵜
沼
川
・
広
野
河
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
八
世
紀
・
九
世
紀
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
た
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
八
世
紀
は
、
大
水
に
伴
う
洪
水
に
対
し
て
、
国
が
即
座
に
対
応
し
て
お
り
、
前
章
で
検
討
し
た
営
繕
令
近
大
水
条
に
規
定
さ
れ
た
国
司
の
責
務
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
地
方
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
中
央
に
助
力
を
求
め
、
中
央
も
そ
れ
に
積
極
的
に
応
じ
て
い
る
様
子
は
、
ま
さ
に
毛
野
川
の
例
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
九
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
太
政
官
処
分
と
い
う
中
央
の
裁
定
で
行
わ
れ
た
工
事
が
郡
司
に
よ
っ
て
中
断
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
国
司
は
も
と
よ
り
中
央
ま
で
も
有
効
な
解
決
が
行
え
な
い
状
況
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
地
域
の
同
様
な
事
例
で
も
、
八
世
紀
と
九
世
紀
で
は
全
く
対
応
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
最
初
に
洪
水
や
そ
れ
に
伴
う
河
川
の
氾
濫
に
対
す
る
律
令
国
家
の
対
応
を
概
観
し
た
。
そ
の
結
果
、
免
税
や
借
貸
等
様
々
な
措
置
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
洪
水
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
河
川
氾
濫
に
特
化
し
た
対
応
で
あ
る
、
堤
防
修
築
や
河
道
改
変
工
事
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
章
で
は
特
に
堤
防
修
築
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
営
繕
令
近
大
水
条
を
検
討
し
、
堤
防
修
築
に
は
通
常
修
理
と
緊
急
修
理
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
緊
急
修
理
の
場
合
に
は
、
使
役
す
る
人
夫
の
数
に
応
じ
て
、「
先
役
後
申
」
と
「
且
役
且
申
」
の
別
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
し
た
。
ま
た
、
近
大
水
条
の
通
常
修
理
と
緊
急
修
理
を
実
例
に
当
て
は
め
た
場
合
、
河
川
決
壊
へ
の
具
体
的
対
応
と
し
て
、
堤
防
修
築
が
行
わ
れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
期
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
九
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
京
・
畿
内
に
ほ
ぼ
集
中
し
、
洪
水
や
堤
防
決
壊
の
起
こ
っ
た
こ
と
を
記
す
の
み
に
な
る
、
と
い
う
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
中
で
も
緊
急
の
修
築
は
、
荒
玉
河
・
長
瀬
川
の
堤
防
決
壊
・
即
時
修
築
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
八
世
紀
後
半
、
特
に
天
平
宝
字
年
間
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
傾
向
と
し
て
見
ら
れ
た
。
こ
の
傾
向
は
堤
防
修
築
に
限
ら
ず
、
地
方
に
お
け
る
大
規
模
な
河
道
の
変
更
・
改
修
工
事
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
毛
野
川
と
鵜
沼
川
の
例
は
い
ず
れ
も
八
世
紀
後
半
、
毛
野
川
の
例
は
天
平
宝
字
年
間
に
端
を
発
し
て
い
る
。
鵜
沼
川
は
天
平
宝
字
年
間
よ
り
少
々
下
る
が
、
神
護
景
雲
年
間
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
四
字
年
号
時
代
」
に
こ
れ
ら
の
工
事
が
集
中
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
天
平
感
宝
（
七
四
九
）
か
ら
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
に
い
た
る
「
四
字
年
号
時
代
」
は
、
地
方
財
政
が
最
も
充
実
し
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
背
景
と
し
て
地
溝
・
耕
地
開
発
や
地
方
行
政
の
整
備
が
あ
っ
た
、
と
吉
川
真
司
氏
（
５４
）
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
地
方
に
お
け
る
河
川
の
氾
濫
・
堤
防
決
壊
と
い
う
「
危
機
」
に
積
極
的
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
態
度
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を
示
し
、
実
行
し
た
か
ら
こ
そ
、
地
方
財
政
の
充
実
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
態
度
を
表
明
し
た
も
の
と
し
て
、『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
九
月
庚
子
朔
条
に
象
徴
的
な
文
言
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
勅
に
、「
一
旬
亢
旱
。
致
二
無
レ
水
苦
一。
数
日
霖
雨
。
抱
二
流
亡
嗟
一。
此
者
国
郡
司
等
使
レ
民
失
レ
時
。
不
レ
修
二
堤
堰
一
之
過
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
旱
魃
や
水
害
は
国
郡
司
が
堤
や
堰
の
修
築
を
怠
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
責
任
の
所
在
を
国
郡
司
、
特
に
「
自
目
已
上
宜
悉
遷
替
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
国
司
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
の
表
明
と
、
実
際
の
堤
防
修
築
・
河
川
工
事
記
事
が
同
時
期
に
出
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
九
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
京
・
畿
内
に
集
中
し
、
洪
水
や
堤
防
決
壊
の
起
こ
っ
た
こ
と
を
記
す
の
み
に
な
る
の
は
、
第
二
章
の
広
野
河
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
律
令
国
家
の
権
力
が
地
方
に
ま
で
浸
透
し
な
く
な
っ
た
こ
と
と
ま
さ
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
九
世
紀
以
降
、「
防
鴨
河
使
」
や
「
防

野
河
使
」、「
検
河
内
國
水
害
堤
使
」
な
ど
京
畿
内
に
は
河
川
氾
濫
に
対
す
る
対
策
が
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
史
料
が
散
見
す
る
。
京
畿
内
の
対
応
と
地
方
へ
の
対
応
が
共
通
す
る
の
か
、
異
な
る
の
か
等
に
つ
い
て
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
注
）
（
１
）
早
川
庄
八
「
律
令
国
家
・
王
朝
国
家
に
お
け
る
天
皇
」（『
日
本
の
社
会
史
』
三
権
威
と
支
配
岩
波
書
店
一
九
八
七
）。
た
だ
し
、
日
本
で
受
容
さ
れ
た
「
天
」
の
思
想
は
天
命
思
想
本
来
の
「
天
」
と
は
乖
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
光
仁
・
桓
武
以
前
は
天
武
直
系
の
天
皇
を
、
桓
武
以
降
は
天
智
を
宗
祖
と
し
、
光
仁
を
始
祖
と
す
る
天
皇
を
擁
護
し
、
絶
対
化
す
る
論
理
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
う
。
（
２
）
東
野
治
之
「
飛
鳥
奈
良
朝
の
祥
瑞
災
異
思
想
」（『
日
本
歴
史
』
二
五
九
一
九
六
九
）
（
３
）
松
本
卓
哉
「
律
令
国
家
に
お
け
る
災
異
思
想
―
そ
の
政
治
批
判
の
要
素
の
分
析
―
」（
黛
弘
道
編
『
古
代
王
権
と
祭
儀
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
〇
）
（
４
）
松
本
氏
註
（
３
）
論
文
。
（
５
）
拙
稿
「
日
本
古
代
の
「
危
機
管
理
」
と
律
令
国
家
―
八
世
紀
「
賑
恤
」・「
賑
給
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
専
修
史
学
』
四
十
四
二
〇
〇
八
）、「『
日
専修人文論集９９号 144
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
賜
」
に
関
す
る
一
考
察
」（『
専
修
史
学
』
四
十
八
二
〇
一
〇
）
（
６
）
災
異
思
想
の
完
成
者
で
あ
る
前
漢
の
董
仲
舒
は
、「
常
な
ら
ざ
る
変
」
の
う
ち
、
小
さ
い
も
の
を
「
災
」、
大
き
い
も
の
を
「
異
」
と
定
義
し
、
災
と
異
は
程
度
の
差
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
た
。
そ
の
後
、
後
漢
に
な
る
と
、
讖
緯
思
想
の
影
響
を
う
け
て
予
占
的
性
格
が
盛
り
込
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
災
は
行
為
の
結
果
現
れ
る
譴
責
）＝
災
害
）、
異
は
事
に
先
ん
じ
て
発
す
る
怪
（＝
怪
異
）
と
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
日
原
利
国
「
災
異
と
讖
緯
―
漢
代
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
同
著
『
漢
代
思
想
の
研
究
』
研
文
出
版
一
九
八
六
初
出
一
九
七
二
）
（
７
）
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
十
一
年
四
月
戊
寅
朔
甲
午
条
・
同
年
十
月
条
。『
古
事
記
』
仁
徳
天
皇
段
に
は
、「
又
二
秦
人
一
作
二
茨
田
堤
及
茨
田
三
宅
一
」
と
あ
る
。
（
８
）
『
古
事
記
』
仁
徳
天
皇
段
、『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
十
年
十
月
条
に
、「
聖
帝
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
（
９
）
吉
井
巌
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
仁
徳
十
一
年
十
月
条
の
茨
田
堤
築
造
伝
承
は
、『
日
本
書
紀
』
成
立
に
近
い
時
期
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
吉
井
巌
「
茨
田
連
の
祖
先
伝
承
と
茨
田
堤
築
造
の
物
語
」
同
著
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
二
塙
書
房
一
九
七
六
初
出
一
九
六
九
）。
茨
田
堤
築
造
年
代
に
つ
い
て
は
、
角
林
文
雄
「
難
波
の
堀
江
・
茨
田
堤
・
恩
智
川
」（
横
田
健
一
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
十
塙
書
房
一
九
七
七
）
は
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
巨
大
古
墳
の
築
か
れ
た
時
期
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、
仁
徳
朝
を
中
心
と
す
る
五
世
紀
前
期
を
治
水
事
業
の
大
き
な
画
期
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
口
喜
嗣
「
茨
田
堤
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
」（
横
田
健
一
先
生
古
希
記
念
会
編
『
文
化
史
論
叢
』
上
創
元
社
一
九
八
七
）
も
、『
日
本
書
紀
』
仁
徳
紀
の
記
載
を
す
べ
て
史
実
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
連
の
治
水
事
業
が
仁
徳
朝
か
ら
そ
う
遠
く
離
れ
た
時
代
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
（
１０
）
令
の
番
号
は
、
日
本
思
想
体
系
『
律
令
』（
岩
波
書
店
一
九
七
六
）
の
番
号
に
従
っ
た
。
以
下
も
同
じ
。
（
１１
）
『
令
集
解
』
の
伴
説
が
引
く
『
爾
雅
』
に
よ
れ
ば
「
河
渠
并
一
千
七
百
。
一
川
。」
と
あ
り
、
顧
野
王
著
の
『
玉
篇
』
に
よ
れ
ば
、「
渠
亦
川
涜
也
」
と
あ
る
と
い
う
。
（
１２
）
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
十
一
月
甲
寅
（
十
四
日
）
条
な
ど
。
近
隣
郡
の
稲
を
以
て
賑
給
し
た
と
す
る
。
（
１３
）
『
類
聚
国
史
』
巻
八
三
免
租
税
大
同
二
年
正
月
辛
丑
（
十
二
日
）
条
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年
三
月
庚
午
（
七
日
）
条
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
元
年
二
月
庚
午
（
十
五
日
）
条
な
ど
。
（
１４
）
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
八
月
甲
子
（
四
日
）
条
。『
同
』
大
同
三
年
十
二
月
丙
子
（
二
十
九
日
）
条
に
よ
れ
ば
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
は
結
果
的
に
未
納
分
が
免
除
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
１５
）
山
本
祥

氏
「
借
貸
考
―
律
令
地
方
支
配
の
一
側
面
―
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
八
五
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、
借
貸
と
は
、
原
則
的
に
「
借
貸
」
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「
賑
貸
」「
貸
与
」「
貸
」「
仮
貸
」「
稟
貸
」
な
ど
「
貸
」
字
を
含
む
用
語
で
表
記
さ
れ
た
、
無
利
息
貸
与
の
こ
と
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
。『
続
日
本
紀
』
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
十
二
月
丁
卯
（
二
十
四
日
）
条
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
五
月
丙
申
（
二
十
三
日
）
条
な
ど
が
水
害
に
対
す
る
借
貸
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
（
１６
）
賦
役
令
３７
雑
徭
条
古
記
に
「
近
河
及
大
水
有
堤
防
之
処
。」
と
あ
る
。
唐
令
で
も
、「
諸
近
河
及
大
水
」
と
な
っ
て
お
り
、「
河
」
と
「
大
水
」
が
区
別
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
宝
令
は
、
唐
令
を
踏
襲
し
て
お
り
、
養
老
令
に
至
っ
て
「
河
」
を
削
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
唐
令
の
意
味
す
る
「
河
」
に
あ
た
る
も
の
が
日
本
に
は
存
在
し
な
い
た
め
で
あ
り
、
ま
た
「
近
大
水
」
だ
け
で
充
分
内
容
を
表
現
で
き
る
と
の
判
断
か
ら
で
あ
り
、
適
用
対
象
を
変
え
た
と
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
亀
田
隆
之
「
用
水
関
係
律
令
諸
条
文
の
検
討
」（『
日
本
古
代
用
水
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
七
三
））
（
１７
）
亀
田
氏
前
掲
註
（
１６
）
論
文
（
１８
）
凡
奉
二
詔
勅
一。
及
事
経
二
奏
聞
一。
雖
二
已
施
行
一。
験
理
灼
然
不
便
者
。
所
在
官
司
。
随
レ
事
執
奏
。
若
軍
機
要
速
。
不
レ
可
二
停
廃
一
者
。
且
行
且
奏
。（
下
略
）
（
１９
）
日
本
思
想
体
系
『
律
令
』
の
補
注
は
、
養
老
雑
令
１７
訴
訟
条
に
「
凡
訴
訟
。
起
十
月
一
日
。
至
三
月
卅
日
検
校
。
以
外
不
合
。
若
交
相
侵
奪
者
。
不
在
此
例
。」
と
あ
る
の
を
、
古
記
の
編
者
が
採
っ
た
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
（
２０
）
「
職
宜
承
知
早
速
修
造
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
官
符
が
下
達
さ
れ
た
後
に
修
築
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
実
際
に
修
築
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
三
月
一
日
以
降
で
あ
ろ
う
。『
令
集
解
』
賦
役
令
雇
役
丁
条
私
案
に
よ
れ
ば
、
三
月
一
日
か
ら
要
月
に
当
た
る
が
、
官
符
が
二
月
三
十
日
と
い
う
、
閑
月
の
最
終
日
に
下
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
実
際
の
修
築
開
始
よ
り
修
築
す
べ
き
命
が
下
っ
た
日
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
２１
）
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
八
月
是
月
条
に
、
八
月
中
の
大
風
雨
に
よ
り
、
河
内
国
茨
田
堤
・
渋
川
堤
・
志
紀
郡
の
堤
が
決
壊
し
た
記
事
が
あ
る
が
、
佐
保
川
の
堤
に
つ
い
て
は
記
述
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
時
の
大
風
雨
の
影
響
で
急
を
要
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
佐
保
川
堤
防
に
修
繕
が
必
要
と
な
り
、
閑
月
を
待
っ
て
、
今
回
の
修
築
が
指
示
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
（
２２
）
こ
の
五
〇
〇
人
に
関
し
て
、
延
べ
人
数
（
単
功
）
な
の
か
、
一
日
あ
た
り
の
使
役
人
数
な
の
か
、『
令
集
解
』
で
議
論
が
あ
る
。
（
２３
）
『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
五
月
乙
巳
（
二
十
五
日
）
条
（
２４
）
『
静
岡
県
史
』
通
史
編
一
（
静
岡
県
一
九
九
四
）。
な
お
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に
築
か
れ
た
堤
防
は
、
現
在
静
岡
県
浜
松
市
浜
北
区
（
旧
浜
北
市
）
に
痕
跡
を
残
す
「
天
宝
堤
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
（
２５
）
『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
五
月
乙
巳
（
二
十
五
日
）
条
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（
２６
）
『
続
日
本
紀
』
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
十
二
月
丁
卯
（
二
十
四
日
）
条
（
２７
）
前
掲
註
（
２４
）
書
（
２８
）
国
史
大
系
本
で
は
「
小
塩
郷
小
嶋
村
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
四
（
岩
波
書
店
一
九
九
五
以
下
、「
新
古
典
本
」
と
表
記
す
る
。）
は
「
少
塩
郷
少
嶋
村
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
史
大
系
は
谷
森
本
、
新
古
典
本
は
蓬
左
文
庫
本
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
異
同
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
部
分
の
異
同
で
記
事
の
内
容
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
基
本
的
に
新
古
典
本
に
従
い
、「
少
塩
郷
少
塩
村
」
と
表
記
す
る
。
（
２９
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
七
月
癸
酉
（
三
日
）
条
（
３０
）
亀
田
隆
之
「
毛
野
川
の
修
営
工
事
」（『
日
本
古
代
治
水
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
〇
初
出
一
九
九
四
）
（
３１
）
主
な
も
の
と
し
て
、
亀
田
氏
註
（
３０
）
論
文
、
関
幸
彦
「
古
代
東
国

開
墾
説
話

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
地
方
史
研
究
』
二
〇
七
一
九
八
七
）、
『
八
千
代
町
史
』
通
史
編
八
千
代
町
一
九
八
七
、『
結
城
市
史
』
四
結
城
市
一
九
八
〇
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
３２
）
「
平
成
２７
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」
に
よ
り
発
生
し
た
鬼
怒
川
の
決
壊
に
伴
う
洪
水
に
お
い
て
、
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
地
域
と
し
て
、
茨
城
県
常
総
市
が
挙
げ
ら
れ
る
。
常
総
市
役
所
も
浸
水
し
孤
立
し
た
が
、
こ
の
地
区
は
「
水
海
道
」
で
あ
る
。
本
稿
の
「
水
海
道
」
は
、
結
城
市
の
水
海
道
で
あ
り
、
常
総
市
役
所
よ
り
約
２５

上
流
に
位
置
す
る
。
な
お
、「
平
成
２７
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」
の
被
害
状
況
に
関
し
て
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
「『
平
成
２７
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
』
に
係
る
洪
水
被
害
及
び
復
旧
状
況
等
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
六
年
一
月
二
十
九
日
、http
://
w
w
w
.ktr.m
lit.go.jp/ktr_content/content/000639863.pdf
、
二
〇
一
六
年
八
月
二
十
五
日
閲
覧
）
を
参
照
し
た
。
（
３３
）
新
古
典
本
の
校
異
補
注
に
よ
れ
ば
、
蓬
左
文
庫
本
、
東
山
御
文
庫
所
蔵
本
、
高
松
宮
本
傍
書
は
、「
川
田
郷
」
と
す
る
。
一
方
、
吉
田
兼
右
本
、
谷
森
本
、
高
松
宮
本
は
「
川
曲
郷
」
に
作
る
。
国
史
大
系
本
も
「
川
曲
郷
」
と
す
る
。
上
掲
の
新
古
典
本
の
補
注
に
よ
れ
ば
、「
川
田
」
は
「
川
曲
」
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
註
（
２８
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
続
日
本
紀
』
の
本
文
は
基
本
的
に
新
古
典
本
を
使
用
す
る
の
で
、
本
文
で
も
便
宜
的
に
「
川
田
郷
」
と
表
記
す
る
。
（
３４
）
関
氏
前
掲
註
（
３１
）
論
文
、
同
『
八
千
代
町
史
』
（
３５
）
前
掲
註
（
３１
）『
結
城
市
史
』
（
３６
）
亀
田
氏
前
掲
註
（
３０
）
論
文
（
３７
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
六
月
壬
辰
（
十
六
日
）
条
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
紫
微
少
弼
と
兼
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
任
地
に
は
常
駐
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
亀
田
氏
註
（
３０
）
論
文
に
よ
れ
ば
、
介
の
報
告
を
中
央
で
う
け
、
任
国
で
の
政
治
に
つ
い
て
指
示
す
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る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
し
て
い
る
。
（
３８
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
六
月
丙
辰
（
十
六
日
）
条
（
３９
）
天
平
勝
宝
元
年
に
は
紫
微
大
忠
に
補
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
中
衛
少
将
・
春
宮
大
夫
・
右
京
大
夫
を
歴
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仲
麻
呂
の
権
力
確
立
期
に
は
仲
麻
呂
与
党
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
平
宝
字
九
年
の
年
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
に
座
し
、
多
䋟
島
守
に
左
遷
さ
れ
た
。
（
４０
）
関
氏
註
（
３１
）
論
文
。
鬼
怒
川
の
旧
河
道
で
洪
水
に
最
も
弱
い
場
所
は
、
下
流
南
端
の
湾
曲
部
、
八
町
―
前
田
―
川
尻
―
袋
―
桐
ヶ
瀬
の
部
分
で
あ
り
、
こ
こ
が
決
壊
す
る
と
、
岡
田
四
郷
の
う
ち
大
方
郷
・
手
向
郷
の
口
分
田
は
壊
滅
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
史
料
の
「
一
郡
口
分
二
千
餘
田
」
は
、
岡
田
郡
を
中
心
と
し
て
い
る
と
い
う
。
（
４１
）
『
続
日
本
紀
』
に
下
総
守
任
命
記
事
は
な
い
。『
同
』
神
護
景
雲
元
年
七
月
丁
巳
（
十
日
）
条
に
、「
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
是
公
為
（
内
豎
）
大
輔
。
左
衛
士
督
・
下
総
守
如
故
。」
と
あ
る
こ
と
、
天
平
神
護
元
年
九
月
戊
申
（
十
九
日
）
条
の
左
衛
士
督
任
命
時
に
は
下
総
守
と
の
兼
官
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
天
平
神
護
元
年
九
月
以
降
、
神
護
景
雲
元
年
七
月
以
前
に
下
総
守
と
な
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
（
４２
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
三
月
辛
巳
（
二
十
六
日
）
条
（
４３
）
林
陸
朗
・
鈴
木
靖
民
編
『
復
元
天
平
諸
国
正
税
帳
』
現
代
思
潮
社
一
九
八
五
。
な
お
『
岐
阜
県
史
』
通
史
編
古
代
（
岐
阜
県
一
九
七
一
）
は
、
こ
の
断
簡
を
葉
栗
郡
ま
た
は
海
部
郡
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
（
４４
）
た
と
え
ば
、
註
（
４３
）『
復
元
天
平
諸
国
正
税
帳
』
で
は
、
当
該
部
の
頭
注
に
、
弘
仁
二
年
の
池
溝
料
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
通
常
の
修
築
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
述
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
愛
知
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
２３
平
凡
社
一
九
八
一
）
で
は
、
木
曽
川
氾
濫
の
一
例
と
し
て
天
平
六
年
の
正
税
帳
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
亀
田
氏
は
「
両
国
の
国
司
を
し
て
絶
え
ず
治
水
あ
た
ら
せ
て
い
た
」
例
と
し
て
本
史
料
を
取
り
上
げ
る
の
み
で
あ
る
（
亀
田
隆
之
「
用
水
を
め
ぐ
る
郡
司
の
動
向
」（『
日
本
古
代
用
水
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
七
三
初
出
一
九
六
一
））。
（
４５
）
こ
の
時
の
地
震
に
対
し
て
は
、
同
月
癸
卯
（
十
二
日
）
に
、
畿
内
七
道
諸
国
の
地
震
の
被
害
を
被
っ
た
神
社
を
検
看
す
る
使
が
遣
わ
さ
れ
、
同
月
壬
子
（
二
十
一
日
）
に
は
、
京
畿
内
の
疾
苦
を
問
わ
し
め
る
な
ど
、
相
次
い
で
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
七
月
辛
未
（
十
二
日
）
に
は
大
赦
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
地
震
状
」
は
、
四
月
十
六
日
に
以
前
に
伯
耆
国
へ
到
着
し
、
こ
の
日
、
出
雲
国
へ
発
送
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
震
状
に
つ
い
て
、
平
川
南
氏
は
、
同
月
癸
卯
条
の
措
置
に
対
す
る
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（「
出
雲
国
計
会
帳
・
解
部
の
復
原
」
同
『
漆
紙
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
八
九
所
収
初
出
一
九
八
四
）。
鐘
江
宏
之
氏
は
、
平
川
氏
の
見
解
に
対
し
て
、
遣
使
の
場
合
に
は
使
者
が
文
書
を
携
行
す
る
可
能
性
が
高
く
、
本
「
地
震
状
」
は
逓
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
二
日
よ
り
も
前
に
発
行
さ
れ
た
、
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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（
４６
）
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
八
月
甲
辰
（
九
日
）
条
（
４７
）
国
府
・
国
分
二
寺
と
も
に
中
嶋
郡
に
あ
っ
た
。
（
４８
）
『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
正
月
甲
戌
（
二
十
七
日
）
条
に
よ
れ
ば
、
恵
我
宿
祢
国
也
・
河
内
忌
寸
人
足
・
堅
部
使
主
石
前
・
賈
受
君
・
胸
形
朝
臣
赤
麻
呂
が
「
解
工
」
と
し
て
、
絁
・
絲
・
布
・
鍬
が
賞
賜
さ
れ
て
い
る
。
（
４９
）
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年
三
月
庚
午
（
七
日
）
条
・『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
元
年
二
月
庚
午
（
十
五
日
）
条
（
５０
）
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
十
二
月
二
十
七
日
条
（
５１
）
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
七
月
二
十
日
条
（
５２
）
亀
田
氏
註
（
４４
）
論
文
（
５３
）
亀
田
氏
註
（
４４
）
論
文
、
佐
藤
宗
諄
「「
前
期
摂
関
政
治
」
の
史
的
位
置
」（
同
著
『
平
安
前
期
政
治
史
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
七
初
出
一
九
六
七
）、
福
岡
猛
志
「
八
、
九
世
紀
に
お
け
る
農
民
の
対
国
衙
抗
争
に
つ
い
て
」（『
歴
史
評
論
』
二
〇
三
一
九
六
七
）、
註
（
４３
）『
岐
阜
県
史
』
な
ど
。
（
５４
）
「
律
令
体
制
の
展
開
と
列
島
社
会
」（
上
原
真
人
・
白
石
太
一
郎
・
吉
川
真
司
・
吉
村
武
彦
編
『
古
代
史
の
流
れ
』（
列
島
の
古
代
史
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
８
）
岩
波
書
店
二
〇
〇
六
）
